
規

則

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報
備
考１

本
体
は
、
黒
色
革
製
二
つ
折
り
と
し
、
黒
色
の
ひ
も
を
付
け
る
。

２

身
分
証
入
れ
は
、
無
色
透
明
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
と
し
、
身
分
証
に
表
示
さ
れ
た
事
項
を
外
側
か
ら
確
認
で
き

る
も
の
と
す
る
。

３

身
分
証
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
と
し
、
脱
帽
上
半
身
正
面
の
写
真
を
印
刷
し
、
又
は
貼
り
付
け
、
ホ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
り
旭
日
の
中
に
Ｉ
及
び
Ａ
を
組
み
合
わ
せ
た
マ
ー
ク
の
紋
章
を
表
示
す
る
。

４

「
〇
〇
入
国
管
理
局

〇
〇Im

m
ig
ra
tio
n
B
u
rea
u

」
の
部
分
に
は
、
所
属
の
入
国
者
収
容
所
名
又
は
地
方

入
国
管
理
局
名
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

５

「
入
国
〇
〇

Im
m
ig
ra
tio
n 〇
〇

」
の
部
分
に
は
、
入
国
審
査
官
に
あ
っ
て
は
入
国
審
査
官

Im
‑

m
ig
ra
tio
n
In
sp
ecto
r

、
入
国
警
備
官
に
あ
っ
て
は
入
国
警
備
官

Im
m
ig
ra
tio
n
C
o
n
tro
l
O
fficer

を
表
示

す
る
。

６

記
章
は
、
金
属
製
と
し
、「IM

M
IG
R
A
T
IO
N

」、「JA
P
A
N
M
IN
IS
T
R
Y
O
F
JU
S
T
IC
E
IM
M
IG
R
A
‑

T
IO
N
B
U
R
E
A
U

」
及
び
「
入
国
管
理
局
」
の
文
字
を
黒
色
、
そ
の
他
の
部
分
を
金
色
、
銀
色
又
は
濃
紺
色
で

表
示
す
る
。

（
文
書
の
訂
正
）

第
六
条

意
見
聴
取
の
手
続
に
お
い
て
文
書
を
作
成
す
る
に
は
、
文
字
を
改
変
し
て
は
な
ら
な
い
。
文
字
を
加
え
、
削

り
、
又
は
欄
外
に
記
載
し
た
と
き
は
、
こ
れ
に
認
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
削
っ
た
部
分

は
、
こ
れ
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
字
体
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
用
い
た
文
書
の
提
出
）

第
七
条

意
見
聴
取
の
手
続
に
お
い
て
提
出
す
る
文
書
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
用
い

て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

法
第
五
十
五
条
（
法
第
六
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
又
は
法
第
六
十
四
条
第
四
項

若
し
く
は
法
第
七
十
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
陳
述
書
及
び
証
拠

二

第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
書
面
そ
の
他
の
意
見
聴
取
の
手
続
上
重
要
な
事
項
を
証
明
す
る
文

書

２

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
用
い
て
文
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
委
員
会
が
受
信
し
た
時
に
、
当
該
文
書
が
委
員
会

又
は
指
定
職
員
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

委
員
会
又
は
指
定
職
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
装
置
を
用
い
て
文
書
を
提
出
し
た
者
に
対
し
、
送
信
に
使
用
し
た
文
書
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
情
報
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
）

第
八
条

指
定
職
員
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
事
者
が
指
定
職
員
に
提
出
し
た
書
面
又
は
提
出

し
よ
う
と
す
る
書
面
に
記
載
し
た
情
報
の
内
容
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人

の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処

理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
有
し
て
い
る
と
き
は
、当
該
当
事
者
に
対
し
、

当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
情
報
を
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通

信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
を
い
う
。）で
あ
っ
て
指
定
職
員
の
定
め
る
も
の
に
よ
り
指
定
職
員
に
提
供
す
る
こ
と
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
意
見
聴
取
の
通
知
）

第
九
条

法
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
排
除
措
置
命
令
の
名
宛
人
と
な
る
べ
き
者
に
対
し
、
同
項
各

号
及
び
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
、
事
件
名
並
び
に
意
見
聴
取
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
委
員
会
の
認
定
し
た

事
実
を
立
証
す
る
証
拠
の
標
目
を
記
載
し
た
文
書
を
送
達
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
意
見
聴
取
の
期
日
等
の
変
更
）

第
十
条

委
員
会
が
法
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
事
者
は
、
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
指
定
職
員
に
対
し
書
面
で
意
見
聴
取
の
期
日
又
は
場
所
の
変
更
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

前
項
の
申
出
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
申
出
書
を
指
定
職
員
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

指
定
職
員
は
、
第
一
項
の
申
出
に
よ
り
、
又
は
職
権
に
よ
り
、
意
見
聴
取
の
期
日
又
は
場
所
を
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

４

指
定
職
員
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
聴
取
の
期
日
又
は
場
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
書
面
で
そ

の
旨
を
当
事
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
四
項
の
規
定
は
、
指
定
職
員
が
法
第
五
十
六
条
第
二
項
（
法
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

〇
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
一
号

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
五
十
二
条
第
一

項
（
同
法
第
六
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
並
び
に
第
六
十
四
条
第
四
項
及
び
第
七
十
条
の

三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
正
取
引
委
員
会
の
意

見
聴
取
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
一
日

公
正
取
引
委
員
会
委
員
長

杉
本

和
行

公
正
取
引
委
員
会
の
意
見
聴
取
に
関
す
る
規
則

（
こ
の
規
則
の
趣
旨
・
定
義
）

第
一
条

公
正
取
引
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）が
行
う
意
見
聴
取
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
私
的
独
占
の
禁

止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）（
水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
第
九
十
五
条
の
四
及
び
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十

一
号
）
第
百
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
で
あ
っ
て
、
法
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
と
同
一
の
も
の
は
、
こ
れ
と
同
一

の
意
義
に
お
い
て
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。

（
期
間
の
計
算
）

第
二
条

期
間
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
期
間
に
関
す
る
規
定
に
従
う
。

２

期
間
の
末
日
が
行
政
機
関
の
休
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
一
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
日
に
当
た
る
と
き
は
、
期
間
は
、
そ
の
翌
日
に
満
了
す
る
。

（
用
語
）

第
三
条

意
見
聴
取
の
手
続
に
お
い
て
は
、
日
本
語
を
用
い
る
。

２

日
本
語
に
通
じ
な
い
者
が
陳
述
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
通
訳
人
に
通
訳
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
五
十
四
条
第
二
項
又
は
法
第
五
十
五
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
六
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
場
合
又
は
法
第
六
十
四
条
第
四
項
若
し
く
は
法
第
七
十
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
証
拠
が
日
本
語
で
作
成
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
証
拠
に
よ
り
証
明
し
よ
う
と

す
る
事
実
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
そ
の
日
本
語
に
よ
る
翻
訳
文
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
示
送
達
の
方
法
）

第
四
条

委
員
会
は
、
公
示
送
達
が
あ
っ
た
こ
と
を
官
報
又
は
新
聞
紙
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
外
国
に
お
い
て

す
べ
き
送
達
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
は
、
官
報
又
は
新
聞
紙
へ
の
掲
載
に
代
え
て
、
公
示
送
達
が
あ
っ
た
こ
と
を
通

知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
文
書
の
作
成
）

第
五
条

意
見
聴
取
の
手
続
に
お
い
て
作
成
す
る
文
書
に
は
、年
月
日
を
記
載
し
て
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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